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優秀賞広告主企画部門

アサヒスーパードライ「うまい！を明日へ！」プロジェクト
アサヒビール株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　荻田　　伍　氏
広告活動────2009年4月24日から25日まで、朝日、読売、日経、

北海道、中日、西日本など 50紙に掲載。全 15段カ
ラー。テレビCM、ラジオCM、雑誌広告、ウェブサ
イトと連動。店頭POPに活用

企画──────アサヒビール、電通
制作──────電通、アドブレーン
扱い──────電通
制作スタッフ──Pro＝村澤信人、CD＝佐藤仁、AD＝秋葉裕介、C＝

荻野綾、西川陽一郎、D＝岩下聡、小木野圭悟、千田
薫、並木建吾

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
ビールの売り上げの一部を各都道府県ごとの自然や環境、文化財などの
保護・保全のために寄付し、地域との共生を目指すキャンペーン広告。都
道府県知事など地域のオピニオンリーダーとアサヒビールの各事業所長
の対談を掲載した記事体広告とともに、各都道府県別に作られた純広告
で各県ごとのテーマを詳細に説明し、読者の認知や理解、「自分事化」を
促進するとともに、プロジェクトへの共感を創出した。新聞の媒体特性を
生かした広告展開は、商品の購入意欲を大きく刺激したほか、地域での社
会的責任を果たす企業姿勢を大きくアピールした。

◉
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優秀賞

「味の素冷凍食品 新・安心品質をあなたへ」キャンペーン
味の素冷凍食品株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　進藤　大二　氏
広告活動────2008年6月7日から09年4月12日まで、朝日、毎日東京、読売、日経、産経

東京、北海道、中日、西日本など10紙に全4回シリーズで展開。全15段カラ
ー。雑誌広告、ウェブサイトと連動。店頭プロモーションビデオに活用

企画・制作 ───電通
扱い──────電通、博報堂
制作スタッフ──Pro＝横山精一、CD＝大蔵泰平、AD・D＝福井知右、C＝長谷川智子、Ph＝

伊藤彰浩

企画の概要と選定理由
冷凍食品に対する消費者の信頼を回復すべく、味の素冷凍食品が展開したキャンペーン広告。消
費者の疑問や不安に誠実に応え、これを解消するために、原料・製法の情報を徹底的に公開した。
主婦がじっくりと情報を読み込めるよう休日にあわせて出稿し、調理シーンのビジュアルにその
とき感じる疑問をキャッチコピーとして重ね、消費者の不安を払

ふっしょく

拭するよう配慮を重ねた。「消
費者の側に立った広告」として高い注目を得るとともに、企業や業界の信頼およびイメージアッ
プに大きく貢献した。

◉
◉

◉
◉
◉

◉
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優秀賞広告主企画部門

ココロとカラダ、にんげんのぜんぶ オリンパス
オリンパス株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　菊川　　剛　氏
広告活動────2008年7月10日から09年1月6日まで、朝日、読売、日経に掲載。全15

段カラー。テレビCM、雑誌広告と連動
企画──────コトバ、電通
制作──────スプーン、Odds Design
扱い──────電通
制作スタッフ──Pro＝渡辺伸一郎、香川京子、エグゼクティブCD＝川野康之、CD＝柴谷定

夫、山本高史、AD＝金井理明、C＝山本高史、上田浩和、D＝森下渡、山崎
亮平、Ph＝M. HASUI、I＝大塚いちお

企画の概要と選定理由
映像や医療など幅広い分野の事業を通じて、人々の健康と幸せな生活を重視する企業姿勢を訴
求した企業広告。新聞媒体の特性を生かし、原稿用紙体のレイアウトに長めのコピーで、同社の
製品がかかわる暮らしやそれを使うことによる「にんげん」の喜びや幸せを表現した。さらに、上
半分に写真を大きく掲載するなど、読者の関心を高め、企業姿勢への共感を獲得した。

◉
◉

◉
◉
◉
◉

◉
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優秀賞

クリスマスお父さん応援メッセージ──お家へ早く帰ろ！
株式会社 学習研究社

受賞代表者───代表取締役社長　遠藤　洋一郎　氏
広告活動────2008年 12月 24日付サンスポに掲載。2連版全 30

段カラー。関連イベントを開催
企画──────学習研究社
制作──────ユニット・スタイル・エージェント
扱い──────電通
制作スタッフ──Pro＝宮本光広、CD＝仲畑貴志、鵜澤敏行、AD＝仲

畑貴志、C＝鵜澤敏行、D＝成瀬弘治、Ph＝朝日新聞社

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
教育出版社として、家族の絆

きずな

や子どもたちの笑顔の大切さを広く訴える
企業広告。掲載日をクリスマスイブに限定し、見ると思わず帰りたくなる
ようなビジュアルとコピーにより、働くお父さんたちに「お家へ早く帰
ろ！」と呼びかけている。企業広告をスポーツ紙に掲載する、という新し
い試みにより、主な読者層である父親の関心を呼ぶとともに、広告紙面が
テレビで取りあげられるなど、大きな反響があった。

◉
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優秀賞広告主企画部門

「おいしい記憶をつくりたい。」
キッコーマン株式会社

受賞代表者───代表取締役会長CEO　茂木　友三郎　氏
広告活動────2008年 6月 28日から 09年 4月 25日まで朝日、毎

日、読売、日経、東京、産経、北海道、河北、福島民
報、静岡、信濃毎日、中日、山陽、中国、西日本など
計22紙に掲載。シリーズ継続中。全15段カラー

企画・扱い ───電通
制作──────①②電通テック、③④ジェ・シー スパーク
制作スタッフ──Pro＝島朋子、CD＝山田尚武、AD＝武田美喜男、C＝

岡野敏之、④養父健吾、D＝①②安川信成、③④佐々
木陽子、Ph＝②宇田幸彦、③吉田宏、④関めぐみ

◉
◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
新コーポレートスローガン「おいしい記憶をつくりたい。」を、コーポレー
トマークとともに訴求した、趣向の凝らされた企業広告。同社のブランド
プロミスをベースに、シリーズ初回では社員の食卓の風景写真を活用し、
「生まれ変わったキッコーマン」をあたたかいビジュアルで表現。続くシ
リーズでは、同社の安心・安全といった伝統的なイメージに親しみやすさ
や、あたたかさ、活力といったイメージを付加している。食卓を通じた豊
かなコミュニケーションを示すことで、ごはんを主体にしたバランスよい
食生活を提案する企業姿勢への共感を呼んだ。

◉
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優秀賞

北陸・角ハイボールの店
サントリービア＆スピリッツ株式会社 北陸支店

受賞代表者───支店長　神田　秀樹 氏
広告活動────2008年 10月 4日から 12月 27日まで、北日本、北

國、福井に掲載。全15段×3本、雑報×22本、すべ
てカラー。ポスターに活用

企画・扱い ───電通西日本 金沢支社
制作──────クロオビ
制作スタッフ──CD＝清水清春、AD＝檜垣和男、C＝清水清春、高久耕

一、キャンペーンコピー＝岩田純平、タイトルコピー＝
杉山恒太郎、D＝中江朱希、米田光希、Ph＝西口利和

◉
◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
北陸3県35店のおすすめ料理を紹介し、「どんな料理とも合う」「気軽に飲
める」角ハイボールを訴求したシリーズ広告。ビビッドで目を引くビジュ
アルと趣向の凝らされたクリエーティブは大きな反響を呼んだ。一般消
費者に加え、掲載店からの評価も非常に高く、店頭用ポスターの引き合い
が数多くあったほか、掲載店での「角」売り上げと普及に大きな役割を果
たした。

◉
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優秀賞広告主企画部門

企業広告＋エリクシール プリオール
株式会社 資生堂

受賞代表者───代表取締役社長　前田　新造　氏
広告活動────2008年 11月 21日付、朝日、毎日、読売、日経、東

京、産経、北海道、中日、西日本に掲載。このほか②
のみ 38紙に掲載。全 15段カラーとモノクロ。テレ
ビ CM、雑誌広告、ウェブサイトと連動。ポスター
に活用

企画・制作 ───資生堂、②TUGBOAT
扱い──────栄光社、日本廣告社、電通
制作スタッフ──Pro＝隈元りえ子、①田保智世、CD＝梶田渉、②

TUGBOAT、AD＝①山田尊康、②小野健、C＝①国
井美果、②太田恵美、近森未来、D＝①山田尊康、②
村上佳美、Ph＝①今井隆一、②十文字美信

◉
◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
アンチエイジングではなくポジティブエイジングの精神を持つ女性たち
を応援する企業広告と、そんな女性たちに応える新スキンケアブランド
誕生の告知を同時に展開。女優・前田美波里さんを起用し、18歳の時と、
60 歳の今を撮影した写真をページ送りで同時に掲載するなど新聞広告の
特性を生かした巧みな展開で、年を重ねた人が持つ「内面の輝きが顔に現
れた美しさと魅力」を表現し、商品の認知拡大と、幅広い世代への効果的
な企業メッセージの訴求にも成功した。

◉
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優秀賞

20年目のマルチ広告〜Encounters 出会い〜
株式会社 宗家 源 吉兆庵

受賞代表者───代表取締役社長　岡田　拓士　氏
広告活動────2008年12月24日付山陽に掲載。2連版全30段、全

15段×7本、全10段、全5段×11本、全3段、全2
段×2本、題字下、突き出し、カラーとモノクロ

企画・扱い ───電通西日本
制作──────電通西日本、アイディーエイ
制作スタッフ──CD＝橋岡由枝、AD＝西岡礼子、C＝麻田路子、D＝

西江順也、秋山輝江、上坂充世、Ph＝船越義明

◉
◉

◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
1 年に 1回、企業理解を深めてもらうことを目的に1社単独で全紙面フル
マルチ展開を行っている宗家源吉兆庵の企業広告。20 年目を迎えた今回
は、日本を代表する食文化である和菓子をグローバルに認知してほしい
との思いから、主たるページを英語で表記する試みを実施。四季折々の和
菓子を表現した美しい紙面展開に加え、海外店の情報を英字新聞風に仕
立てるなど工夫されたビジュアルにより、読者の話題を喚起するなど同
社の企業活動に対する理解を促すことに成功した。

◉
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優秀賞広告主企画部門

日本の食と農業を、タネから考える。
タキイ種苗株式会社

受賞代表者───代表取締役社長　瀧井　傳一　氏
広告活動────2009年 5月 12日付日本農業、13日付日経に掲載。

全15段カラー
企画──────博報堂、博報堂ケトル
制作──────アドソルト
扱い──────博報堂
制作スタッフ──CD＝嶋浩一郎、AD＝長島慎、C＝大八木翼、D＝望

月圭介、小島瞳、小林愛、I＝門脇貴浩

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
2010年に創立175周年を迎えるタキイ種苗が、「ひと粒ひと粒の種を大事
にすることが、すべてのお客さまからの信頼を得ることになる」という原
点に立ち返って姿勢を示した企業広告。日本の農業と食に真

しん

摯
し

に取り組
んできたからこそ発することのできるメッセージを、写真を使わず柔らか
いタッチのイラストで表現。タネの一つ一つに形や品種名があること、ネ
ーミングの意外なおもしろさなども盛り込まれた手の込んだビジュアル
と、説得力のあるコピーが高く評価され、読者の共感を呼んだ。

◉
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優秀賞

三菱重工　社員がつくるCSR広告
三菱重工業株式会社

受賞代表者───取締役社長　大宮　英明　氏
広告活動────2009年 3月 9日から 19日まで全 3回シリーズで、

中国、読売西部、長崎に展開。全15段カラー
企画──────ダイヤ・ピーアール、I＆S BBDO
制作──────I＆S BBDO、TWS
扱い──────I＆S BBDO
制作スタッフ──Pro＝鈴木大介、小形英正、藤野尚久、シニア CD＝

黛宏、CD＝高澤峰之、AD＝金子義幸、鈴木弘隆、C
＝伊藤佑輔、D＝鈴木崇成、Ph＝齊藤剛志、野瀬了
道、I＝鈴木崇成、又場修、CG＝植波俊介、DCN、ア
カウントエグゼクティブ＝菅原裕二、月田隆

◉
◉

◉
◉
◉
◉

企画の概要と選定理由
広島・山口・長崎の各県に事業所を持つ三菱重工業の環境技術を紹介す
るCSRキャンペーン広告。各事業所で働く若手社員が中心となり、それ
ぞれの事業所の特長を生かした紙面を展開。各事業所で製作している製
品が、環境にどのように貢献しているかを読者にわかりやすく伝達したメ
ッセージ性の高いクリエーティブが高く評価された。キャンペーン実施後
は、3事業所すべての認知度・好意度が大きく上昇したほか、社員のCSR
意識の向上にも寄与した。

◉

中国

読売西部

長崎
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優秀賞広告主企画部門

ルーツ飲んでゴー！新聞一面連動キャンペーン
日本たばこ産業株式会社、株式会社 扶桑社

受賞代表者───日本たばこ産業株式会社
代表取締役社長　木村　　宏　氏
株式会社 扶桑社
代表取締役社長　久保田　榮一　氏

広告活動────2009年9月25日から10月30日まで、朝日東京、毎日東京、読売東京、北海道、
河北、静岡、中日、新潟、中国、西日本に掲載。雑報＋全3段8分の1、カラー

企画・扱い ───電通
制作──────精美堂、アドブレーン
制作スタッフ ──Pro＝江口哲平、山崎敏明、島朋子、CD＝中澤真純、山田壮夫、AD＝松代一生、

工藤章子、C＝岩田純平、村井陽介、有元沙矢香、D＝佐藤聡宏、河上誠

企画の概要と選定理由
缶コーヒー「ルーツ」の新商品発売と商品の広告を書籍化した「ルーツ飲んでゴー！現代つぶやき辞
典」のタイアップ広告。両社の社名や個別商品名ではなく、缶コーヒーのメーンメッセージを全面に
打ち出すとともに、書籍広告には読者の気分にあわせたコピーを掲載し相乗効果を高めた。吹き出し
の矢印を用いることで 2社の連動広告であることを表現した独自のクリエーティブと、新聞の媒体特
性を生かし、新聞一面の書籍広告と商品広告を連動させた新たな手法は、読者の注目を集め、商品の
認知向上や販売促進に貢献した。

◉

◉

◉
◉
◉

◉


